
部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。

品目 適用病害虫
発生

程度

発生

予想
薬剤

散布

液量

希釈倍数

（または

使用量）

使用時期
本剤の

使用回数

ほうれんそう

べと病 - 増
ランマン

フロアブル

100～

300Ｌ/10a

2000倍
収穫3日前

まで
3回以内

ホウレンソウ

ケナガコナダニ
少 並 アファーム乳剤 2000倍

収穫3日前

まで
2回以内

トマト

ミニトマト
コナジラミ類 少 並 グレーシア乳剤 2000倍

収穫前日

まで
2回以内

たまねぎ べと病 中 増
アミスター20

フロアブル
2000倍

収穫前日

まで
4回以内

野菜病害虫発生予察情報 令 和 ６ 年 度 第 １ ８ 号

発行日：令和７年３月１４日

調査日

調査圃場

調査機関

発行

令和７年３月１２日（水）

４５圃場（軟弱、キャベツ、ブロッコリー、たまねぎ、いちごなど）

神戸農業改良普及センター、神戸市西農業振興センター、農薬・肥料メーカー

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター

★たまねぎ べと病の予防をしま
しょう！
・気温の上昇と降雨により、「べと病」

の発生が各地区で確認されました。今後

も周期的に天気が変わり、べと病の発生

しやすい状況が続くと予想されます。

①隣接株に比べ草丈が低い

②葉色が部分的に黄色

③葉が湾曲している

上記のような症状の

ある株は感染の可能性がありますので

直ちに抜き取り、ビニール袋に密閉し、

圃場の外で処分しましょう。

・防除を未実施の圃場は、見回りをし、上記の抜

き取りを実施するとともに、早めに予防のため

薬剤散布をしましょう。

★病害の発生に注意しまし
ょう
・キャベツ等での「菌核病」の発

生が見られました。次の栽培での

発生源にもなりますので、放置し

て拡大しないようにしましょう。

キャベツ菌核病登録薬剤例：

パレード20フロアブル、2000～4000倍

収穫前日まで、3回以内

★施設の換気を心がけましょう！
・施設栽培では、保温のためハウスを閉

め切ると、湿度が高くなり、病気が発

生しやすくなります。天候に合わせて

適度な換気を心がけましょう。

特に、ホウレンソウのべと病の発生に

は注意してください。



↑ハクサイのべと病 

※１ リドミルゴールドＭＺとの合計使用回数に注意！ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和６年度 第１７号    

発行日：令和７年２月１４日  
調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和７年２月１２日（水） 

５１圃場（軟弱、キャベツ、ブロッコリー、にら、たまねぎなど） 

神戸農業改良普及センター、兵庫県病害虫防除所、ＪＡ全農兵庫県本部、 

神戸市西農業振興センター、農薬・肥料メーカー、ＪＡ兵庫六甲 

ＪＡ兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または 

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

ほうれんそう べと病 － 増 
レーバス 

フロアブル 

100～ 

300Ｌ/10a 

2000倍 
収穫3日前

まで 
2回以内 

キャベツ 菌核病 少 並 
アフェット 

フロアブル 
2000倍 

収穫前日

まで 
3回以内 

ブロッコリー 

※黒すす病は 

「はなやさい類」 

で登録あり 

黒すす病 少 並 
アフェット 

フロアブル 
2000倍 

収穫前日

まで 
3回以内 

べと病 － 増 
レーバス 

フロアブル 
2000倍  

収穫7日前

まで 
2回以内 

たまねぎ 

べと病 少 並 ジマンダイセン

水和剤 

※１ 

400～ 

600倍 収穫3日前

まで 
5回以内 

白色疫病 － 並 
400～ 

500倍 

いちご 

ハダニ類 少 並 

ピタイチ 500倍 
収穫前日

まで 
－ 

アザミウマ類 － 増 

★病害虫の増加に注意！！ 
・今回キャベツの菌核病やブロッコリーの

黒すす病等の病気の発生が見られまし

た。今後発生が増加すると予想されるた

め、野菜全般において殺菌剤による予防

を実施しましょう。特に 

菌核病は販売先からのク 

レームにつながりますの 

で、注意が必要です。 

・ハウス内において多湿、 

水滴落下、温度上昇に注 

意し、適宜換気を行ってください。 

・今後は気温の上昇に伴い害虫も増加する

と考えられるため、圃場をよく観察し害

虫の発生初期に防除を行ってください。 

 

 

 

 

 

★神戸西グリーンセンター 
春の感謝祭の開催！！ 

日時：令和 7 年 3 月 14 日（金）・15 日（土）

9：30～15：30 

場所：神戸西カントリーエレベーター前 

内容：鶏糞（キングパワー）15kg 140 円 

   ※各日限定 300 袋の販売 

   肥料・農薬の感謝祭特価での販売 

   肥料空袋・農薬空ボトル・廃プラス

チック（コンテナ・育苗箱）の無料

回収 

   農機の特価での展示即売 他 

※「農活」セミナー第３弾 同日開催 

 参加を希望される方は各支店へお申し込

みください（先着 30 名まで）。 



※１リドミルゴールドMZとの合計使用回数に注意して下さい。 
※２ 天敵ダニに影響の可能性あり！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和６年度 第１６号    

発行日：令和７年１月１０日  
調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和７年１月８日（水） 

４８圃場（軟弱、キャベツ、ブロッコリー、にら、たまねぎ、いちごなど） 

兵庫県立農林水産技術総合センター、神戸農業改良普及センター、JA 全農兵庫県本部、 

農薬メーカー、JA 兵庫六甲 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 

薬剤 

（使用方法） 

散布 

量 

希釈倍数      

（または 

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

ブロッコリー 根こぶ病 少 並 

ネビジン粉剤 

（全面土壌混和） 
20～30ｋｇ/10a 

は種又は

定植前 
1回 

ネビジン粉剤 

（作条土壌混和） 
20ｋｇ/10a 

たまねぎ 
べと病 少 並 ジマンダイセン 

水和剤※１ 
100～ 

300Ｌ

/10a 

 

400～ 

600倍 

収穫3日

前まで 
5回以内 

灰色かび病 少 並 

いちご ハダニ類 少 並 
グレーシア乳剤 

※２ 
2000倍 

収穫前日

まで 
2回以内 

★べと病に注意！未発生の圃場は 
予防を心がけましょう！ 
≪たまねぎ≫ 

極早生の品種で一部発生が 

みられました。べと病は感染 

力が非常に強く、胞子は風に 

のって遠くまで飛散するので注意が必

要です。罹病株を見つけた際はすみやか

に抜き取った後焼却等による処分をし、

薬剤散布を行ってください。 

 近隣の早生・中生品種へ飛散しないよう

注意しましょう。 

≪ほうれんそう≫ 

今回の調査では確認されませんでした

が、温度が上がり、湿度が一定以上にな

ると発生が予想されます。定期的な予防

と、発生を確認した場合は早めの対応を

心がけましょう。 

 

 ★根こぶ病発生圃場は、今後
の管理に注意しましょう！ 
・ブロッコリーの圃場で根こぶ

病の発生が一部確認されまし

た。生育不良につながります

ので、次の作では下記のポイ

ントに注意して栽培しましょ

う。 

①  罹病株の根はトラクターで

しっかり粉砕し腐らせる

か、圃場外へ持ち出す。 

② アブラナ科野菜の連作を避ける。 

③ 抵抗性品種を使用する。 

④ 石灰資材を使って土壌ｐＨを上

げる。 

⑤ 定植前に薬剤を土壌混和する

（例：ネビジン粉剤）もしくはセ

ルトレイへの灌注処理を行う

（例：オラクル顆粒水和剤）。 



↑ハクサイのべと病 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または 

使用量） 

使用時期 

本剤の  

使用回

数 

ブロッコリー 

黒腐病 少 並 Zボルドー 

100～ 

300Ｌ/10a 

500～ 

1000倍 
- - 

黒すす病 少 並 
アミスター２０ 

フロアブル 
2000倍 

収穫前日

まで 

3回以

内 

いちご アブラムシ類 少 並 
コルト顆粒水和

剤 

3000～

4000倍 

収穫前日

まで 

3回以

内 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和６年度 第１５号    

発行日：令和６年１２月１３日 
調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和６年１２月１１日（水） 

５５圃場（軟弱、キャベツ、ブロッコリー、にら、たまねぎなど） 

兵庫県立農林水産技術総合センター、神戸農業改良普及センター、JA 全農兵庫県本部、 

神戸市西農業振興センター、農薬メーカー、JA 兵庫六甲 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★アブラムシ等の発生
に注意しましょう！ 
・気温が下がり、害虫の発

生は全体的に少なくなっ

てきましたが、「施設栽培

のいちご」や一部の露地

品目でアブラムシ類の発

生が確認されました。 

・初期の防除に努めましょ

う。 

・白菜やキャベツなど結球

野菜は特に、虫や死骸が

付着していないかどうか

確認してから出荷しまし

ょう。 

 

★追肥を忘れずに！ 
・多くの品目で、生育遅れの圃場が散見され

ました。本格的に寒くなる前に、即効性のあ

る化成肥料や、葉面散布剤を散布し、生育を

助けてあげましょう。 

  

★たまねぎの追肥は年明けに！ 
年内に大きくなりすぎると抽台しますが、

低温期の肥切れも抽苔の原因になります。 

年内は肥料を控え、1 月になったら追肥し

て下さい。 

 

☆水がないと肥料が吸えないので、乾燥が

続くときは潅水して下さい。 

 

おすすめ肥料！ 

ＪＡ園芸化成Ｓ５００（２０ｋｇ） 

 

 
    

 

神戸西グリーンセンターで

随時店頭販売しています！ 



↑ハクサイのべと病 

※劇毒物は引取り時に捺印が必要です。（シャチハタ不可） 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

ほうれんそう 
ハスモンヨトウ 

シロオビノメイガ 
中 並 

ディアナＳＣ 

100～ 

300Ｌ

/10a 

2500～

5000倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 ねぎ 

ネギハモグリバエ 

シロイチモジヨトウ 
少 並 

キャベツ 

ブロッコリー 

ハスモンヨトウ 

ヨトウムシ 
少 並 

ケール 

(非結球あぶらな科葉菜

類(なばな類、のざわな、

チンゲンサイ、こまつな

を除く)で登録） 

ハスモンヨトウ 

ヨトウムシ 
少 並 アファーム乳剤 

1000～

2000倍 

収穫7日前

まで 
3回以内 

ブロッコリー 

アブラムシ類 少 並 ウララＤＦ 
2000～

3000倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

黒腐病 少 並 Ｚボルドー 
500～ 

1000倍 
－ － 

たまねぎ アザミウマ類 中 並 
アグロスリン 

乳剤（劇） 
2000倍 

収穫7日前

まで 
5回以内 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和６年度 第１４号    

発行日：令和６年１１月１５日 
調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和６年１１月１３日（水） 

４２圃場（軟弱野菜、キャベツ、ブロッコリー、たまねぎ、にんじんなど） 

神戸農業改良普及センター、神戸市西農業振興センター、JA 全農兵庫県本部、 

農薬・肥料メーカー、JA 兵庫六甲 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター

★病害虫に注意しましょう！ 
・チョウ目害虫（ハスモンヨトウ・ヨ

トウムシ等）をはじめ、アザミウマ

類やアブラムシ類等も発生が確認

されています。引き続き防除に努め

ましょう。 

・ブロッコリーの黒腐病等、病気の発

生も一部確認されました。圃場状況

を確認し、早期発見早期防除に努め

てください。降雨後に殺菌剤の予防

散布を行うのも効果的です。 

 
 

★グリーンセンター冬の感謝祭 

開催予定！ 
日時：令和６年１２月１４日（土） 

    ９時３０分～１５時３０分 

場所：神戸西グリーンセンター前 

内容：肥料・農薬の感謝祭特価販売 

   鶏糞・豚糞の数量限定販売 

   肥料空袋・農薬空ボトル・ 

廃プラスチックの無料回収  

※「農活」セミナー同日開催！ 

お申し込みは各支店まで 

https://1.bp.blogspot.com/-oihsN5dpjrE/V5XczNlmw8I/AAAAAAAA8uA/25Zx6xxNCskLDIcLIy-qOhHoYATb6JxWACLcB/s800/gardening_hiryou.png


↑ハクサイのべと病 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

キャベツ 
ハスモンヨトウ 

コナガ 
多 並 

プレバソン 

フロアブル5 

100～300

Ｌ/10ａ 

２０００

倍 

収穫前日

まで 
３回以内 

ブロッコリー 

（はなやさい類） 

ハスモンヨトウ 

コナガ 
多 並 グレーシア乳剤 

2000～

3000倍 

収穫７日

前まで 
２回以内 

レタス 
ハスモンヨトウ 

ヨトウムシ 
多 並 カスケード乳剤 

４０００

倍 

収穫３日

前まで 
３回以内 

たまねぎ アザミウマ類 少 並 アディオン乳剤 
３０００

倍 

収穫７日

前まで 
５回以内 

ばれいしょ ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類 少 並 
モスピラン 

顆粒水溶剤（劇） 
 

2000～

4000倍 

収穫７日

前まで 
３回以内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和６年度 第１３号    

発行日：令和６年１０月１１日 
調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和６年１０月９日（水） 

４７圃場（軟弱、キャベツ、ブロッコリー、レタス、にんじん、玉ねぎなど） 

神戸農業改良普及センター、神戸市西農業振興センター、JA 全農兵庫県本部、 

農薬・肥料メーカー、JA 兵庫六甲 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★ブロッコリーの黒すす病予防を！ 

・近年ブロッコリーで「黒すす病」による花蕾

の腐敗が多発しています。 

・黒すす病は最初に葉に発生するので、花蕾に

伝染する前に防除することが大事です。 

・葉に、周りが黄化した黒点や輪紋状の斑点が

発生したら薬剤散布を行ってください。また、

風雨によって感染が広がるので、台風や長雨の

後も薬剤散布をしてください。 

・小さな花蕾ができたら予防しましょう！ 

薬剤例（黒すす病）：アミスター20フロアブル 

（2000倍、収穫前日まで、３回以内） 

         パレード20フロアブル 

（2000～4000倍、収穫前日まで、３回以内） 

 

★ハスモンヨトウ・シロイチ
モジヨトウについて兵庫県から
発生予察注意報が発表されていま
す！ 
野菜類を中心に被害が 

多くなる恐れがあります。 

【防除上の留意点】 

・若齢幼虫は集団で加害するため、

卵塊や集団を発見したら、速やか

に捕殺しましょう。 

・中・老齢幼虫には殺虫剤の効果

が低くなるため、薬剤防除は早め

に行うことと、定期的に実施する

ように心がけて下さい。 

 
 



↑ハクサイのべと病 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

（野菜類） 

こまつな 

（非結球あぶらな

科葉菜類） 

コナジラミ類 少 並 フーモン 
150～ 

500Ｌ/10a 
1000倍 

収穫前日

まで 
- 

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 少 並 
スピノエース顆粒

水和剤 

100～ 

300Ｌ/10a 

2500～

5000倍 

収穫14

日前まで 
2回以内 

ほうれんそう 
シロオビノメイ

ガ 
少 並 アクセルフロアブル 

1000～

2000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

キャベツ 
ハスモンヨトウ 多 並 

グレーシア乳剤 
2000～

3000倍 

収穫7日

前まで 
2回以内 

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 中 並 

ブロッコリー ハスモンヨトウ 中 並 
ヨーバル 

フロアブル 

2500～

5000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

レタス類 ヨトウムシ 小 並 ブロフレアSC 
2000～

4000倍 

収穫前日

まで 
3回以内 

未成熟 

とうもろこし 
アワノメイガ 少 並 

プレバソン 

フロアブル5 
2000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

きゅうり 
褐斑病 少 並 パレード20フロア

ブル 

2000～

4000倍 

収穫前日

まで 
3回以内 

うどんこ病 少 並  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和６年度 第１２号   

発行日：令和６年９月２６日 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和６年９月２５日（水） 

４７圃場（軟弱、きゅうり、にら、キャベツ、ブロッコリー、にんじんなど） 

兵庫県農林水産技術総合センター、神戸農業改良普及センター、JA 全農兵庫県本部 

神戸市西農業振興センター、農薬・肥料メーカー、JA 兵庫六甲 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★病害虫の増加に注意しましょう！ 
・今回の調査ではキャベツやブロッコリー等、アブラナ科野菜で 

ヨトウムシ類、ハイマダラノメイガ（ダイコンシンクイムシ）が 

多数確認されました。ヨトウムシ類は老齢幼虫になると薬剤が効きにくく

なるため、定期的に薬剤防除を実施しましょう。 

・特に葉裏に卵を産み付けているのを見つけたら、早急に除去しましょう。 

・今後は野菜類全般で発生することが予想されますので、どの品目でも 

予防をしっかりしましょう。 



↑ハクサイのべと病 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

こまつな 
ハイマダラノメイ

ガ 
中 増 ディアナSC 

100～ 

300Ｌ

/10a 

2500～

5000倍 

収穫前日

まで 
2回以内 

きゅうり 
コナジラミ類 

アブラムシ類 
少 並 

スタークル顆粒水

溶剤 

2000～

3000倍 

収穫前日

まで 
2回以内 

ピーマン コナジラミ類 少 並 
モベントフロアブ

ル 
2000倍 

収穫前日

まで 
3回以内 

キャベツ 
ハスモンヨトウ 

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 
少 増 ブロフレアSC 

2000～

4000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

ブロッコリー 

（はなやさい類） 

ハイマダラノメイ

ガ 
中 増 

プレバソンフロア

ブル５ 
2000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

とうもろこし アワノメイガ 少 並 パダン粒剤４ 
6㎏/10a 株の上か

ら均一に散粒する 

収穫7日

前まで 
2回以内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和６年度 第１１号   

発行日：令和６年９月１３日 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和６年９月１１日（水） 

３７圃場（軟弱、きゅうり、なす、キャベツ、ピーマン、など） 

兵庫県農林水産技術総合センター、神戸農業改良普及センター、ＪＡ全農兵庫県本

部、神戸市西農業振興センター、ＮＯＳＡＩ、農薬・肥料メーカー、ＪＡ兵庫六甲 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★病害虫に注意しましょう！ 
夜温が下がり、ハイマダラノメイガ（ダイコ

ンシンクイムシ）やハスモンヨトウ等の害虫が

増えています。発生初期の対応を心がけましょ

う。 

①  定植直後等に成長点を加害されると減収に

つながります。また、生育ステージが進むと

薬剤が効きにくくなるため早期防除を行っ

てください。 

（灌注処理をしていても、定植 2 週間後には

定期防除を始めましょう） 

②  葉裏に卵の集団を産み付けて 

いるのを見つけたら、葉ごと 

除去することで、大きな被害を 

防ぐことができます。 
 

★高温乾燥に注意！ 
高温乾燥が続いています。 

農作物が小さいうちは特に水

管理に注意しましょう。 
 

定植後の苗が活着するまで

は、普段より水やりをしっかり

しましょう。 



↑ハクサイのべと病 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

軟弱野菜 

（野菜類） 
コナジラミ類 少 増 フーモン 

150～ 

500Ｌ/10a 
1000倍 

収穫前日

まで 
- 

ねぎ アザミウマ類 少 並 
スピノエース顆粒水

和剤 

100～ 

300Ｌ/10a 

2500～

5000倍 

収穫3日

前まで 
3回以内 

きゅうり コナジラミ類 少 増 ディアナSC 2500倍 
収穫前日 

まで 
2回以内 

ピーマン オオタバコガ 少 増 アファーム乳剤 2000倍 
収穫前日

まで 
2回以内 

スイートコー

ン 

アワノメイガ 少 増 
トレボン乳剤 1000倍 

収穫7日

前まで 
4回以内 

アワヨトウ 少 増 

えだまめ ハスモンヨトウ 少 並 ブロフレアSC 
2000～

4000倍 

収穫前日

まで 
3回以内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和６年度 第１０号    

発行日：令和６年８月２３日  

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和６年８月２１日（水） 

３６圃場（軟弱、きゅうり、なす、ｽｲｰﾄｺｰﾝ、ピーマン、えだまめなど） 

神戸農業改良普及センター、ＪＡ全農兵庫県本部、神戸市西農業振興センター 

ＮＯＳＡＩ、農薬・肥料メーカー、ＪＡ兵庫六甲 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★高温による害虫の増加に注意！ 
・ハイマダラノメイガ（ダイコンシンク

イムシ）やハスモンヨトウ等の害虫が増

えてくる時期です。 

定植前の苗等では特に、加害を 

確認してからの対策では手遅れ 

となります。予防的防除に努め 

ましょう。 

 （例：ブロフレア SC、グレーシア乳剤 等が

ありますが、必ず対象品目、使用方法・量・時

期等を確認して使用してください） 

・今年は特に、カメムシ類の発生が多くみられて

います。果樹・果菜類（ピーマン、なす等）やス

イートコーンの穂にも確認されましたので、圃場

周辺の雑草管理や、薬剤による防除（例：スター

クル顆粒水溶剤等）で被害を防ぎましょう。 

 

★栽培後の片付けを早めにしましょう。 
・害虫が増殖しやすい時期です。 

・秋冬作の準備もあり、忙しい時期ではあり

ますが、収穫期間終了後の植物体や、乾燥し

ていない残渣は病害虫の発生源になります。

次作への影響や、周囲への病害虫の飛散が懸

念されますので、早めに片付けましょう。 

・片付ける時間が取れない場合は、ハウスを閉めき

る、株元を切って枯死させるなど、まずは植物体を生き

たまま「放置」しないように努めてください。 

 

★台風に事前に備えましょう！ 
・排水路の点検、掃除をしておきましょう。 

・果菜類では支柱、誘引線等の点検、補強を実施し、台

風前に果実を早めに収穫する等被害の軽減に努めまし

ょう。 

・施設周辺の飛散しそうなものの撤去、被覆資材等の点

検、補修をしておきましょう。 

☆安全を最優先し、強風時は作業しないでください。 



部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。

品目 適用病害虫
発生

程度

発生

予想
薬剤

散布

液量

希釈倍数

（または

使用量）

使用時期
本剤の

使用回数

非結球あぶら

な科葉菜類
キスジノミハムシ 少 並 ブロフレアSC

100～

300Ｌ/10a

2000～

4000倍

収穫前日

まで
3回以内

ねぎ アザミウマ類 中 並
スピノエース顆粒

水和剤

2500～

5000倍

収穫３日

前まで
3回以内

トマト コナジラミ類 中 並 グレーシア乳剤 2000倍
収穫前日

まで
2回以内

モロヘイヤ ハダニ類 中 増 コロマイト乳剤 300L/10a 1500倍
収穫前日

まで
1回

未成熟

とうもろこし
アワノメイガ 少 並

プレバソンフロア

ブル５ 100～

300Ｌ/10a

2000倍
収穫前日

まで
3回以内

えだまめ カメムシ類 中 並
モスピラン顆粒

水溶剤(劇)
4000倍

収穫7日

前まで
3回以内

野菜病害虫発生予察情報 令 和 ６ 年 度 第 ９ 号

発行日：令和６年８月９日

調査日

調査圃場

調査機関

発行

令和６年８月７日（水）

２８圃場（軟弱、きゅうり、ｽｲｰﾄｺｰﾝ、ピーマン、えだまめなど）

兵庫県農林水産技術総合センター、神戸農業改良普及センター、ＪＡ全農兵庫県本部、

神戸市西農業振興センター、ＮＯＳＡＩ、農薬・肥料メーカー、ＪＡ兵庫六甲

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター

★高温・乾燥に注意！

高温・乾燥が続いています。

栽培中の野菜の潅水については、

涼しい時間帯に谷に流す程度（走り水）

にし、畝間に溜まった水がお湯にならな

いよう注意しましょう。

★果菜類の尻ぐされ対策

をしましょう。
今回の巡回圃場では果菜類

の尻ぐされ症状（石灰欠乏）が

多く確認されました。

高温で根が弱り、土壌中の石

灰（カルシウム成分）が吸えな

いことが原因の生理障害です。

カルシウム剤（例：カルプラ

ス 等）を週１回程度葉面散布

するなどして、予防しましょ

う。※生理障害が既に出ている

ものを治すものではありませ

ん。

★定植前後の水分量に注意！
畝立て後潅水チューブを設置したり、畝の

芯までしっかり水がいきわたるよう、定植前

には圃場に水をたっぷり与え、定植後の苗が

活着するまでは、普段より水やりをしっかり

しましょう。

谷水をとる場合は、植えてすぐは

根が伸びていないので、多めに水を

とるようにして下さい。



部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。

品目 適用病害虫
発生

程度

発生

予想
薬剤

散布

液量

希釈倍数

（または

使用量）

使用時期
本剤の

使用回数

ホウレンソウ ハスモンヨトウ 少 増
ゼンターリ

顆粒水和剤
100～

300Ｌ

/10a

1000倍
収穫前日

まで
－

ねぎ アザミウマ類 少 増
スピノエース

顆粒水和剤

2500～

5000倍

収穫３日

前まで
3回以内

きゅうり

ハダニ類 多 増 フーモン 150～

500Ｌ

/10a

1000倍

収穫前日

まで

－

コナジラミ類 中 増 フーモン 1000倍 －

アザミウマ類 中 増
スピノエース

顆粒水和剤
100～

300Ｌ

/10a

5000倍 2回以内

褐斑病 中 並
アミスター２０

フロアブル
2000倍 4回以内

なす

ハダニ類 中 増 フーモン

150～

500Ｌ

/10a

1000倍 －

アザミウマ類 少 増
スピノエース

顆粒水和剤
100～

300Ｌ

/10a

2500～

5000倍
2回以内

トマト 葉かび病 多 並
アミスター２０

フロアブル
2000倍 4回以内

えだまめ カメムシ類 多 並
アグロスリン乳

剤（劇）
2000倍

収穫7日

前まで
3回以内

野菜病害虫発生予察情報 令 和 ６ 年 度 第 ８ 号

発行日：令和６年７月２６日

調査日

調査圃場

調査機関

発行

令和６年７月２４日（水）

３１圃場（軟弱、きゅうり、なす、トマト、ピーマン、えだまめなど）

神戸農業改良普及センター、ＪＡ全農兵庫県本部、神戸市西農業振興センター

ＮＯＳＡＩ、農薬・肥料メーカー、ＪＡ兵庫六甲

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター

★高温期の潅水に注意！
・高温・乾燥が続いています。水が不足すると害

虫の発生を助長します。適切なタイミングで潅

水を実施しましょう。例：朝夕の涼しい時間帯

・日中に貯まった水がお湯になってしまうと作物

が傷みます。畝間潅水をする場合は水を貯めて

しまわないように注意しましょう。

★害虫に注意しましょう
・気温の上昇に伴い、ハダニやコナジラミ等さま

ざまな品目において害虫が増加していますの

で、収穫期間が続く品目は引き続き注意しまし

ょう。また、秋冬作品目については、ハスモン

ヨトウやハイマダラノメイガ等の発生が今後予

想されますので、育苗期の発生を防ぎましょう。

・部会の申し合わせ等により薬剤散布回数に独自

制限がある場合は、登録上使用回数制限のない

気門封鎖剤（フーモン等）やＢＴ剤（ゼンター

リ顆粒水和剤等）を使用しましょう。

https://1.bp.blogspot.com/-iRYEw5CioiY/UYns8PZ51sI/AAAAAAAARbk/b0ryOTxxRBs/s800/taiyou.png


↑ハクサイのべと病 

★果菜類の病害虫に注意！ 

・果菜類で病害虫の発生が多く確認されました。

収穫が続く圃場は被害葉の除去や薬剤散布等、

早めに対処しましょう。 

・栽培が終了した作物をそのまま放置すると病害

虫の増加のもとになるため、その作物は株元を

切断する等して、まず作物を完全に枯らすよう

に努めましょう。 

・また、病害虫が付着したまま圃場外に持ち出す

と被害が拡大する恐れがあるため注意しましょ

う。 

・成り疲れ等で品質低下が懸念される場合は摘花

や追肥をする等して草勢の回復に努めましょ

う。 

 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

こまつな 白さび病 少 並 
アミスター20フロア

ブル 

100～ 

300L/10a 

2000倍 
収穫7日前

まで 
２回以内 

なす 

アブラムシ類 中 並 

モスピラン顆粒水

溶剤（劇） 

2000～

4000倍 収穫前日ま

で 
3回以内 アザミウマ類 中 並 

コナジラミ類 中 並 2000倍 

トマト 

コナジラミ類 中 並 ディアナSC 2500倍 
収穫前日 

まで 
2回以内 

灰色かび病 中 並 
パレード20フロア

ブル 

2000～

4000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

きゅうり 

アブラムシ類 少 並 
モスピラン 

顆粒水溶剤（劇） 

2000～

4000倍 収穫前日ま

で 
3回以内 

コナジラミ類 中 並 2000倍 

うどんこ病 少 並 
パレード20フロア

ブル 

2000～

4000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

えだまめ カメムシ類 中 増 ダントツ水溶剤 
2000～

4000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和６年度 第７号    

発行日：令和６年７月１２日 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和６年７月１０日（水） 

３２圃場（軟弱、きゅうり、トマト、スイートコーン、えだまめなど） 

神戸農業改良普及センター、ＪＡ全農兵庫県本部、神戸市西農業振興センター 

ＮＯＳＡＩ、農薬・肥料メーカー、ＪＡ兵庫六甲 

ＪＡ兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★7 月１９日（金）・2０日（土） 

夏の感謝祭開催！ 
場所：神戸西営農総合センター 

★栽培講習会のご案内 

①超極早生玉ねぎ(出席者には粗品進呈) 

19 日(金)13:30～14:30  

②スイートコーン抑制栽培 

19 日(金)15:00～16:00 

③農活セミナー（秋冬野菜の栽培管理等） 

  20 日(土)10:00～11:30 

★肥料空袋・農薬空ボトル・廃プラスチック回収（委

任状が必要です） 

 

皆様のご来場をお待ちしております！ 



↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

ニラ アザミウマ類 中 増 ディアナSC 

100～ 

300L/10a 

2500～ 

5000倍 

収穫前日

まで 
2回以内 

きゅうり 
アブラムシ類 中 増 スタークル顆粒水溶

剤 

2000～

3000倍 
収穫前日

まで 
2回以内 

アザミウマ類 少 増 2000倍 

ナス 
アザミウマ類 中 増 

グレーシア乳剤 2000倍 
収穫前日

まで 
2回以内 

ハダニ類 中 増 

ピーマン アブラムシ類 少 並 
モスピラン顆粒水溶

剤（劇） 
4000倍 

収穫前日

まで 
2回以内 

トマト ハダニ類 中 並 マラソン乳剤 
2000～ 

3000倍 

収穫前日

まで 
5回以内 

とうもろこし アワノメイガ 少 並 
アグロスリン乳剤

（劇） 

1000～

2000倍 

収穫７日

前まで 
3回以内 

えだまめ カメムシ類 中 増 
アグロスリン乳剤

（劇） 
2000倍 

収穫7日

前まで 
3回以内 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和６年度 第６号    

発行日：令和６年６月２１日 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和６年６月１９日（水） 

２５圃場（軟弱、きゅうり、なす、トマト、ピーマン、えだまめなど） 

神戸農業改良普及センター、ＪＡ全農兵庫県本部、神戸市西農業振興センター、

ＮＯＳＡＩ、農薬・肥料メーカー、JA 兵庫六甲 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★害虫の発生に注意しましょう！ 
アブラムシ・アザミウマ・ダニ等の害虫の増加

が確認されています。 

薬剤散布をする際は、薬剤が葉裏等にもかかる

よう、丁寧な散布を心がけましょう。 

 

★熱中症に注意しましょう！ 
気温が高くなくても湿度が高いと熱中症 

のリスクがあります。帽子の着用、通気性 

の良い衣類の着用、こまめな水分補給を 

行いましょう。 

★梅雨時期の管理に注意 
・曇天が続くと作物の吸水能力が落ちるため、 

その後に太陽が照ると萎れることがあります。 

萎れたら土の湿り具体を確認し、十分湿っているときは 

潅水せずに様子を見ましょう。 

・管内全域でナメクジ等の被害が多発しています。 

・ハウスのすそ等の隙間など侵入経路をなくす。 

  ・ハウスの周りを除草して居場所をなくす。 

など、いま一度栽培環境を確認しましょう。 

 また、被害の出ている圃場では異物として混入しない

よう、出荷調製時にしっかり確認しましょう。 

 

  



 

↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

非結球あぶら

な科葉菜類 

キスジノミ 

ハムシ 
中 増 ブロフレアＳＣ 

100～ 

300L/

10a 

2000～

4000

倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

ほうれんそう べと病 少 並 レーバスフロアブル 
2000

倍 

収穫３日

前まで 
２回以内 

なす アザミウマ類 中 並 グレーシア乳剤 
2000

倍 

収穫前日 

まで 
２回以内 

きゅうり アブラムシ類 中 増 コルト顆粒水和剤 
4000

倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

えだまめ カメムシ類 中 増 トレボン乳剤 
１000

倍 

収穫１４

日前まで 
2回以内 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和６年度 第５号    

発行日：令和６年６月７日  

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和６年６月５日（水） 

５３圃場（軟弱、きゅうり、ｽｲｰﾄｺｰﾝ、トマト、ﾋﾟｰﾏﾝ、えだまめなど） 

神戸農業改良普及センター、ＪＡ全農兵庫県本部、農薬・肥料メーカー、神戸市、 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★害虫に注意しましょう！ 

今後気温の上昇とともにアブラムシ

類やアザミウマ類等の害虫の発生が

増加すると考えられます。 

農薬散布だけでなく、じゃがいもやタ

マネギ等の残渣が圃場に残っていて

残渣に害虫がついていると、他の作物

へ移る場合がありますので、残渣の片

づけも早めに行ってください。

   

★圃場の排水を再確認しておきましょう！ 

今後梅雨入りし、圃場に水がたまると根傷み等の発生が予想さ

れますので、事前準備が必要です。 

・排水の悪い圃場は、乾いたタイミングで谷をさらって水が

流れることを確認しておきましょう。 

・前回の大雨でごみが詰まっていないか、落としまでしっか

り水が流れているか圃場全体を確認しておきましょう。 

★降雨後の湿害に気をつけましょう！ 

・湿害で根が傷んだ状態で追肥等をすると逆効果 

 となってしまいます。 

・降雨による湿害の後に高温による乾燥といった 

天候の変化が起こると、野菜が弱ってしまいます。 

★液肥を薄めに希釈して葉面散布するなど、草勢の維持に努

めましょう。 

 



↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

非結球あぶら

な科葉菜類 

キスジノミ 

ハムシ 
中 並 アニキ乳剤 

100～ 

300L/10a 

1000～

2000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

とうもろこし アワノメイガ 少 並 パダン粒剤４(劇) - 6kg 
収穫7日前 

まで 
2回以内 

えだまめ ハスモンヨトウ 少 並 アファーム乳剤 
100～ 

300L/10a 

1000～

2000倍 

収穫3日前 

まで 
2回以内 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和６年度 第４号    

発行日：令和６年５月２４日 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和６年５月２２日（水） 

39 圃場（軟弱、きゅうり、スイートコーン、トマト、えだまめなど） 

神戸農業改良普及センター、ＪＡ全農兵庫県本部、農薬・肥料メーカー、 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★コナジラミの発生を予防しましょう！ 

近年神戸西管内でコナジラミ類の発生が増加していま

す。大発生してからでは対策が難しいため、次のことに生

産者一人ひとりが意識をもって取り組みましょう。 

① 雑草管理の徹底 

コナジラミ類の住処となる圃場内、周辺の雑草を無くしまし

ょう。 

② 薬剤による防除 

発生初期に登録農薬で薬剤防除を実施しましょう。（野菜

類で使用可能な気門封鎖系の薬剤例：エコピタ液剤、フー

モン） 

③ 残渣処理（後片付け）を確実に！ 

残渣を放置するとコナジラミが大量発生することがありま

す。露地栽培の場合は、収穫しない作物はすぐに処分し、

残渣は肥料袋などに入れて口を閉める、1 か所に集めて

ビニール等で覆うなどして、コナジラミが増えない、飛んで

いかないようにして下さい。施設栽培の場合はハウスを閉

めた状態で株元を切り離し、完全に枯れてコナジラミが死

んでからハウス外へ持ち出して処理して下さい。 

★カメムシの注意報が発表されました！ 

兵庫県病害虫防除所より、「果樹カメムシ」の注意報

が発表されています。県内全域及び全国的にも発生

が多くなると予想されていますので、果樹園や近隣の

圃場、特に山林に近い園地では発生に注意してくださ

い。 

果樹カメムシ類は夜間を中心に活動するため、薬

剤は夕方に行うと効果が高いです。また、移動性が高

いため、薬剤散布は広域的に一斉に実施し、地域全

体の密度を下げることが望ましいとされています。 

★カタツムリ・ナメクジ被害に注意！ 
カタツムリやナメクジによる被害が発生していま

す。発生時にはハウスの侵入口付近や作物近辺

等に薬剤を均一に処理してください。 

薬剤が作物にかからないように注意してくださ

い。 薬剤：スラゴ 



 

↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応  

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または使

用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

非結球あぶら

な科葉菜類 

キスジノミ 

ハムシ 
少 増 ブロフレアSC 

100～ 

300L/10a 

2000～

4000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

ほうれんそう 
ﾎｳﾚﾝｿｳ 

ｹﾅｶﾞｺﾅﾀﾞﾆ 
中 並 ディアナSC 2500倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

ねぎ ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 中 増 アニキ乳剤 1000倍 
収穫3日前 

まで 
3回以内 

ばれいしょ アブラムシ類 少 増 ランネート４５DF（劇） 
1000～

2000倍 

収穫7日前

まで 
5回以内 

今回発生は確認されませんでしたが、スイートコーンで「アワノメイガ」等の発生が予想されます。出穂し

ている圃場では「パダン粒剤４（劇）」等で防除しましょう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  
令和６年度 第３号    

発行日：令和６年５月１０日  

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和６年５月８日（水） 

３７圃場（軟弱、トマト、スイートコーン、たまねぎ、えだまめ など） 

神戸農業改良普及センター、ＪＡ全農兵庫県本部、神戸市西農業振興センター 

農薬・肥料メーカー、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★スイートコーンの肥切れ
に注意！ 
・スイートコーンの肥切れが散見され

ました。 

・本葉５～６枚が1回目の追肥のタイ

ミングです。 

 

☆湿害による「根傷み」がある場合は、

追肥をしても、養分が根から吸収され

にくいです。 

薄めの液肥を葉面散布して、草勢を回

復させてから、追肥するようにしまし

ょう。 

★害虫の増加に注意！ 
・気温の上昇に伴い、アブラムシ類やアザミウマ類、キス

ジノミハムシなどの害虫の増加が予想されます。 

 

＊こまめに圃場を確認し、発生の予防や発生初期の薬剤散

布に努めましょう。 

＊畦畔の草刈り後に害虫が近隣圃場へ移動することが考

えられます。侵入経路を塞ぐなど、対策をしましょう。 

★玉ねぎべと病発生圃場は適切に処理
しましょう 
 

・多くの圃場でべと病の発生が確認され 

ました。罹病株は抜き取り、ビニールや 

肥料袋等に密閉して圃場の外で処分しま 

しょう。 

・罹病株の残渣は圃場にすき込まないようにしましょ

う。次回以降の作での感染源となります。 



↑ハクサイのべと病 

【たまねぎのべと病が多発！！】 

多くのたまねぎの圃場でべと病の発生が見られました。 

次のような場合は、今一度薬剤防除を実施しましょう！ 

★出荷まで（２週間程）期間がある。 

★直近の薬剤散布から日数が経過している。 

べと病が進行し、たまねぎの中まで入ってしまうと品質が低下します。これ以

上の蔓延を防ぐ対策を実施しましょう。 

 

【気温の上昇に伴う病害虫の増加に注意！】 

気温の上昇により、「キスジノミハムシ」「アザミウマ類」や「アブラムシ」等

の害虫の活動が活発になっています。発生初期に対応できるよう、圃場をこま

めに巡回し、周辺雑草の処理等、発生を抑制するような取組を実施しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和６年度 第２号    

発行日：令和６年４月２６日 
調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和６年４月２４日（水） 

４３圃場（軟弱、にら、トマト、たまねぎ、えだまめ、いちごなど） 

神戸農業改良普及センター、 JA 全農兵庫県本部、農薬・肥料メーカー 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または 

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

ほうれんそう 
ホウレンソウ 

ケナガコナダニ 
少 並 ディアナＳＣ 

100～ 

300Ｌ/10a 

 

2500倍 
収穫前日ま

で 
2回以内 

非結球あぶらな科

葉菜類 

（ﾁﾝｹﾞﾝｻｲ、畑わさ

びを除く） 

キスジノミハム

シ 
中 並 

スタークル顆粒水

溶剤 
2000倍 

収穫３日前

まで 
2回以内 

いちご ハダニ類 少 並 コテツフロアブル 2000倍 
収穫前日 

まで 
2回以内 

トマト 葉かび病 少 並 ダコニール1000 1000倍 
収穫前日 

まで 
4回以内 

たまねぎ 

べと病 多 増 
ジマンダイセン 

水和剤 

400～ 

600倍 収穫3日前 

まで 
5回以内 

白色疫病 中 並 
400～ 

500倍 

ばれいしょ アブラムシ類 少 並 
モスピラン顆粒水

溶剤（劇） 

2000～

6000倍 

収穫７日前

まで 
３回以内 



↑ハクサイのべと病 

【ナメクジ類の対策について】 

ハウスの軟弱野菜でナメクジやカ

タツムリによる食害がみられました。

今後も発生が続くと予想されます。 

対策①発生源を除去する 

・ハウス、圃場内及び周辺の雑草等を

除去する。（枯草等も住処になるため、

置いたままにしない。） 

・生息地に薬剤を処理する 

 

対策②被害発生初期に薬剤処理する 

・葉の間に潜むようになると薬剤への

誘引効果が低いので、野菜の中へ入り

込む前に処理するのが良い。 

【薬剤例】スラゴ 

※作物へかからないように注意！ 

 

 

 

 

 

※１ジマンダイセン水和剤との合計使用回数に注意！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和６年度 第１号    

発行日：令和６年４月１２日 
調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和６年４月１０日（水） 

４５圃場（軟弱、トマト、ｽｲｰﾄｺｰﾝ、にら、ねぎ、たまねぎ、いちごなど） 

神戸農業改良普及センター、 JA 全農兵庫県本部、農薬・肥料メーカー 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または 

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

ほうれんそう 

ホウレンソウ 

ケナガコナダニ 
中 並 モベントフロアブル 

100～ 

300Ｌ/10a 

 

2000倍 
収穫14日前 

まで 
3回以内 

べと病 - 並 アリエッティ水和剤 1500倍 
収穫前日ま

で 
2回以内 

レタス 菌核病 少 並 
アフェット 

フロアブル 
2000倍 収穫前日 3回以内 

たまねぎ べと病 中 増 
リドミルゴールド

MZ ※１ 

500～

1000倍 

収穫７日前 

まで 
3回以内 

いちご ハダニ類 少 並 フーモン 
150～ 

500L/10a 
1000倍  

収穫前日ま

で 
－ 

【たまねぎのべと病に注意！！】 

多くのたまねぎの圃場でべと病の発生

が見られました。今後も発生の好適な

環境と予想されていますので、圃場を

よく観察し注意して下さい。 

◆対策◆ 

・罹病した株は、直ちに抜き取りビニー

ルに密閉して圃場の外で処分する。周

辺半径２ｍ程の株については特に注

意して確認してください。 

・薬剤散布をしていない圃場では発生の

有無にかかわらず、薬剤防除する。 

 

【害虫の発生に注意！！】 

気温の上昇に伴い、アザミウマ類やアブラムシ

等、害虫の増加が予想されます。発生の予防や

初期対応を心がけましょう。 

 

 

 

 


